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再造林推進部会では、「ロードマップの進捗状況」、「今年度の取り組み内容について」に

ついて協議を行いました。 

 

【協議内容】 

（１）ロードマップの進捗状況、（２）今年度の取り組み内容について 

【主伐・再造一貫作業システム推進】 

＜事務局＞ 

・フィールドについて、今年の目標としては大館市では設定しているので、北秋田市と上

小阿仁村にも設定できればベストだが、各市村の事情等もある。 

・譲与税に関する意向調査も、フィールドの設定ということでは同じなので、協議会で意

見を頂きながらの方がより実効性のあるものとなると思われる。 

 

＜部会員＞ 

・フィールドを行うとなれば、メンバーを確保しなければならないし、コンテナ苗の確保

も必要。 

・各事業体も自社の仕事がある。 

・国有林との連携を視野に入れた話を進めているのか。国有林と民有林が接しているとこ

ろでは、路網整備の制度がある。伐採して搬出するのであれば、連動してやっていただき

たい。 

 

【森林再生基金】 

＜部会員＞ 

・基金も、毎回欠席している事業体の方も納得して参加するのか。伐採したものから一定

の割合を積み立てるものか。 

・秋田スギ・認証材利用促進部会では、「どうせ続かないのではないか。」「川上は自分の

仕事に直結するから良いが、川中は特に直結しているわけではない。」という意見があっ

た。しかし、再造林されず木材の供給が減少すると、川中の事業も続かず、協議会全体で

成長産業化を目指し、フィールドも提供されることだから、引き続き検討することとなっ

た。 

・他県でも同様の状態。しかし、この地域は成長産業化モデル事業に選ばれているので、

成果を出さなければならない。少ない事業量でも、循環の輪を実施することが必要。 

 

【苗木増産】 

＜事務局＞ 

・人によって苗木の生産方法が違うため、統一化するのも非常に難しいという意見も頂い

ている。地域としてこういう作り方をしているというマニュアル等があった方が良いと考

えている。 
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【その他】 

＜部会員＞ 

・協議会が５年で終了し、解散するのではもったいない。せっかく集まったメンバーなの

で、引き続き取り組めるようにして頂きたい。 

・この組織を継続することによって、森林環境譲与税を使った事業も行いやすくなる。 

 

以上

 

 


